
－1日の中で栄養バランスのとれた食事は学校の給食だけ 
－経済的な理由で進学をあきらめる 
こどもの貧困は、本人や家族に自覚がなかったり、 
周囲の目を気にして助けを求められない等、見えにくく、 
周りの大人が早期に気づき、支援につなぐことが重要です。 
この研修では、講義と事例演習を通じて、 
現場での「気づき」から「支援につなぐ」までのプロセスを 
体験いただけます。 
こどもたちの未来を応援する手立てを一緒に考えてみませんか。 
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( 月 ) 1 0 : 0 0 ～ 1 6 : 3 0  
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対象 こどもに関わる職務や活動の従事者 
（保育・教育・福祉・行政・ボランティア等） 

講義➀ (50分)  

こどもの貧困の概要 

千葉県健康福祉部健康福祉指導課 
TEL ０４３－２２３－２３０９ 

https://apply.e-tumo.jp/pref-chiba-u/offer/offerList_detail?tempSeq=61270 

ちば電子申請サービスから 
お申込みください。 
  締切 8/7(金) 先着150人 

申込 
方法 

Email  jiritsushien@mz.pref.chiba.lg.jp 

HP   https://www.pref.chiba.lg.jp/kenshidou/kodomohinkonkeikaku/ 
  kenshu20260824.html 

千葉県健康福祉部健康福祉指導課  

千葉女子専門学校 
 福祉保育推進室 室⾧ 初谷 千鶴子 氏 

講義➁ (60分)  

演習➂ (210分)   

気づきと支援の実践 
会場 

千葉県社会福祉センター２Ｆ 研修室 
（千葉市中央区千葉港4-5） 

※現地開催のみ（オンライン配信なし） 

主催 
千葉県 

支援の現場から  

模擬事例を用いたグループワークとロールプレイ 
による気づき から 支援につなぐ プロセスの体験 

～気づきと支援の体験講座～ 

ロールプレイでは 
シナリオも用意されていて 
演習も安心です！ 

・県内のこどもの貧困の状況（実態調査の報告） 
・制度説明、県の施策紹介 等 

・貧困状態のこどもの生活実態、心理的・社会的影響 
・支援につなぐ際のポイント 
・支援事例の紹介 


